
粟 宮 新 都 心 構 想

平成 25年 6 月

小山市 都市整備部 都市計画課



目 次

１．開発コンセプト …………………………………………………… 1

２．土地利用ゾーニング ……………………………………………… 3

３．ゾーン別整備構想 ………………………………………………… 4

４．段階的な土地利用誘導方針 ……………………………………… 7

５．粟宮地区まちづくりを核とするゾーン【鳥瞰イメージパース】 8

６．市民病院を核とするゾーン【鳥瞰イメージパース】…………… 9



粟宮新都心構想

- 1 -

１．開発コンセプト

粟宮地区及びその周辺一帯の地域は、都市計画道路小山野木線や小山環状線の整備をは

じめ、平成 27 年度の開院を目指す新小山市民病院と緑の健康づくりの森や新小山消防署、

新小山警察署が進出し、また、小山市都市計画マスタープランでは、国道 50 号道の駅「思

川」より新間中橋、そして新４号に至る小山外環状線が地域中央を東西に位置付けされて

いる地域で夢と未来溢れる都市空間としての発展が期待されています。そのため当地域に

おける土地利用の方針や道路・新駅・交通体系整備等の都市づくりの方針を体系的に整理

し、幹線道路の整備や公共施設の整備と一体となった夢と魅力があり、「人と企業を呼び込

む」新しい市街地整備を策定する粟宮新都心構想における開発コンセプトを提案する。

■開発コンセプトの設定

※健幸福祉都市とは、スマートウェルネスシティ(SWC)の造語であり、スマートは「賢い」、ウェルネスは一

般に「健康」を意味するが、SWC では「健康」＋「幸福」の造語で、「健幸」を意味している。「健幸」

とは、身体面での健康だけでなく、人々が生きがいを感じ、安全安心で豊かな生活を送れること。

目標
役割 小山市の新しい都市づくりと人口増加を目指したまちづくり
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（経済産業省ＨＰ）
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●サブテーマの展開

スマートウェルネスシテ

スマートウェルネスシテ

②人を呼び込む誰もが

暮らしやすい緑豊か

なまちづくり

・ユニバーサル住宅

・ヘルシーロード

・健康スポーツ公園

・ユニバーサルデザイ

ンなど

③環境と人にやさしい

新しいまちづくり

・自動車に頼らない「歩

いて暮らせるまち」

・自然エネルギーを利

用した住宅地

・自然を活かした散策

路など

■緑豊かなまち（google 検索）

■環境と人にやさしいまちのイメージ（新聞情報）

①医療・福祉・健康施設

が集積したまちづくり

・医療拠点（新市民病院・

医療モール）

・高齢者施設、・スポーツ

ビジネス施設など

・医療・福祉・健康系産

業の誘致

■自治医大付属病院 （自治医大付属病院 HP）
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２．土地利用ゾーニング

■粟宮新都心構想エリアの土地利用ゾーニング図

前述した粟宮新都心構想エリアの開発コンセプト及び土地利用ゾーニングの考え方を総合的な図面に表したものが、下図である。

【健康と環境を育む「ホスピタルシティ」の実現】
～環境と人にやさしい健幸福祉都市～

既成市街地の

環境改善と低

未利用地の土

地利用転換を

展開し、地域の

魅力向上を図

る。

新都心のまちづくり方針
～小山市全体のまちづくりを支援～
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３．ゾーン別整備構想

（１）粟宮地区まちづくりを核とするゾーンの整備方針

①基本的な考え方と土地利用の基本構成

■基本的な考え方

粟宮新都心形成の中核を担う地区整備の実施

まちづくりの効果を将来の新駅設置に反映

ァ）段階的計画開発

の管理

イ）宇都宮線東西市街

地の形成
ウ）既存産業との協働

⑤鉄道用地

の創出及

び新駅の

開設

①既存住

宅地の

再生

②産業系

混在地

区の整

序

③大規模施設

と周辺のま

ちづくりの

展開

④幹線道路

の沿道型

土地利用

の誘導

(1)鉄道西側地域

・国道 4 号までの区間の

計画開発（商業系機能）

・残存する農地を活かし

た住宅地の再整備（住

居系機能）

・既存沿道型土地利用の

維持、発展

土地利用の基本構成

(2)鉄道東側地域

・駅前の計画的開発（商業系機能）

・土地利用混在地区の再整備（住

工混在機能）

・大規模民間施設の既存産業を核

に特色ある地区整備の展開（産業

機能）

・沿道型土地利用の誘導

都
市
計
画
道
路
の
整
備

宇
都
宮
線

国
道
４
号

新駅

新
幹
線

住居系機能

産業機能

商業系機能

住工混在機能

沿道機能

沿道機能

外環状線の整備
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（２）新市民病院を核とするゾーンの整備方針

①基本的な考え方と土地利用の基本構成

土地利用の基本構成

健康医療介護の拠点

住居系機能

農業機能
自然・レクリエーション・
憩い・文化などの機能

産業機能

(1)健康医療介護の拠点

（新市民病院）

・新市民病院の建設（健康医

療介護の拠点）

(2)拠点隣接地

・新市民病院の機能や魅力を
高める「緑の健康づくりの
森(小山思いの森)」など自
然・レクリエーション・憩
い・文化など施設を整備
(自然・レクリエーショ
ン・憩い・文化などの機能）

・新都心機能の拡充
・既存施設の活用と連携

(3)拠点の周辺

・産業施設や既存スポーツ施

設の維持・活用（産業機能）

・既存集落を中心とした良好

な居住環境の整備（住居系

機能）

・良好な自然・農業資源の保

全（農業機能）

新都心拡充機能

■基本的な考え方

粟宮新都心形成の中核を担う地区整備の実施

新市民病院建設の効果を
まちづくりに反映

ア）新市民病院及び
周辺開発

ウ）地域特性を活かした魅力
ある住宅地の形成

イ）既存産業、既存
資源の活用

①新市民
病院の
整備

②ﾚｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ・文化施
設 の 整
備・活用

⑤農地の
保全

③地区の魅
力向上に資
する土地利
用誘導

⑥既存集落を
中心とした
良好な居住
環境の整備

○新市民病院を中心としたネットワー
ク形成

○小山駅や新駅との広域的なネットワ
ーク形成

③大規模施設

と周辺のま

ちづくりの

展開
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（３）粟宮地区まちづくりを核とするゾーンと新市民病院を核とするゾーンの整備構想

前記した「土地利用構成」の考え方を受けて、粟宮地区まちづくりを核とするゾーンと新市民病院の周辺ゾーンの整備構想をまとめたものが、下図である。

■粟宮地区まちづくりを核とするゾーン、新市民病院を核とするゾーンの整備構想図

国道4号の
沿道利用

既存大規模
産業地

既存

住宅地

産業系土地利用
混在地区の整序

既存住宅地

既存住宅地

生活道路、狭隘道路の
整備を主体とするま
ちづくりの推進

住宅地整備
（宅地開発、

区画整理）

沿道サービス
施設の誘導

地域内企業（ＫＤＤＩ）

の参加

警察署の整備

住宅開発と併せた地区

内補助幹線道路の整備

外環状線の整備

新市民病院の建設
と併せたアクセス

道路の整備

新市民病院の整備
新市民病院を補完・連携
し、機能や魅力を高める
「緑の健康づくりの森
（小山思いの森）」を整備

地域内企業（ＫＤＤＩ）

の旧通信局舎

内環状線

営農環境、田園
風景の保全

既存のゴルフ場の
維持・活用

既存集落を中心とした良

好な居住環境の整備

消防署の整備

新都心機能を拡充

する施設の誘致

なおＪＲ宇都宮線西側地区においては、「粟宮北

中央地区」地区計画が計画決定され、良好な住宅

に向けた開発誘導が進められている。

沿道サービス
施設の誘導

至 新国道４号に接続

ＫＤＤＩ旧社
宅用地の再生

田園環境、自然環境と調
和した格調のある住宅地
の整備
民間開発の誘導と公共系

住宅団地の維持・更新

既存集落を中心とした良

好な居住環境の整備

新幹線 在来線

都市計画道路
の整備

教育施設、特別養護老人ホームなどの福祉施設、子育て支援施設、宿泊施設などの健
康医療介護の拠点としての機能を高める土地利用の誘導

地域の生活利便性を高める土地利用の誘導

新駅及び鉄道関
連施設の検討

新駅周辺の計
画的な面整備
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４．段階的な土地利用誘導方針

地域全体のまちづくりの計画的な誘導と長期の都市基盤整備を踏まえ、土地利用と施設整備の段階的な方針を作成したものが、下図である。

◎新都心の目玉である「医療施設」を先行整備しな
がら、行政が民間活力を活用できる環境づくりを
行い、新都心の初動期のまちづくりを展開する。

第１段階：新市民病院の開設にあわせた先行整備

◎新駅周辺の地区整備を展開しながら、新都心の
居住機能を強化し、定住人口の増加に寄与す
る。

第２段階：重要プロジェクトと都市インフラの拡充

◎新都心のさらなる魅力づくりに向け、全体計画
をさらに推進する。

第３段階：新都心機能の成熟○当面、小山駅と新市民病院とを連絡する
シャトルバスの運行により、新都心の公
共交通を確保

○新駅設置に向けての可能性の検討（事例
研究、先進地視察、JR・県、地元を含む
調整等）

重
点
検
討

○定住人口の増加を図るため、民間開発な
どの誘導を促進

重
点
検
討

○まちづくりの成熟期となり、更なる魅力作り
の検討

○時代の変化を考察しながら、小山都心と粟宮
新都心との役割の再整理

○新駅設置の条件づくりと、周辺まちづくり
（駅前広場、土地区画整理事業の導入等）の
推進

重
点
検
討

第２期（概ね 7 年）

第１期（概ね 3 年）

第３期（概ね 10 年）

先 導 モ デ ル
地区の設定

民間開発の
誘導
住宅地の活
用検討

小山市街地
へのシャト
ルバスの運
行

新 市 民 病 院
ア ク セ ス 道
路の整備

都市計画道路等
の整備

消防署

警察署

民間開発の誘導

・住宅地の開発誘導

・土地利用誘導の促進

土地区画整理事業などに

よる新駅周辺まちづくり

の推進

新駅周辺の開発

・土地利用誘導の促進

・用途地域の見直検討

産業用地の整備

・土地の整序化

民間開発の誘導

・住宅や沿道施設の開

発誘導

・土地利用誘導の促進

幹線道路の整備

市街地の成熟に併せ、都市

機能の拡充・魅力向上に資

する施設誘導の検討

消防署

警察署

外環状道路のネット

ワーク化（JR との立

体交差を含む）

民間開発の誘導

・住宅地の開発誘導

・土地利用誘導の促進

市街地の成熟に併せ、都市

機能の拡充・魅力向上に資

する施設誘導の検討

民間開発の誘導

・住宅地の開発誘導

・土地利用誘導の促進

消防署

警察署

新国道４号に

接続

新駅想定

位置



粟宮新都心構想

- 8 -

５
．

粟
宮

地
区

ま
ち

づ
く

り
を

核
と

す
る

ゾ
ー

ン
【

鳥
瞰
イ

メ
ー

ジ
パ

ー
ス

】



粟宮新都心構想

- 9 -

６
．

新
市

民
病

院
を

核
と

す
る

ゾ
ー

ン
【

鳥
瞰

イ
メ

ー
ジ
パ

ー
ス

】


